
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
第
百
三
十
六
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
は
、
令
和

四
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
決
算
関
係
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
連
結
決
算

関
係
書
類
に
つ
い
て
の
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
号
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

第
十
七
条
の
二
の
六

（
略
）

第
十
七
条
の
二
の
六

（
略
）

２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性

健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助

成
金
は
、第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性

健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助

成
金
は
、第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
雇
用

の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年

法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
措
置
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理

措
置
」
と
い
う
。）と
し
て
休
業
が
必
要
な
妊
娠

中
の
女
性
労
働
者（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
対

象
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
令
和
二

年
五
月
七
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の

規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
を
除
き
、
当
該
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い

て
支
払
わ
れ
る
賃
金
相
当
額
の
六
割
以
上
が
支

払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
与
え
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る

措
置
並
び
に
当
該
制
度
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
の

内
容
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を

一

そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
雇
用

の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年

法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
措
置
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理

措
置
」
と
い
う
。）と
し
て
休
業
が
必
要
な
妊
娠

中
の
女
性
労
働
者（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
対

象
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
令
和
二

年
五
月
七
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の

規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
を
除
き
、
当
該
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い

て
支
払
わ
れ
る
賃
金
相
当
額
の
六
割
以
上
が
支

払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
与
え
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る

措
置
並
び
に
当
該
制
度
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
の

内
容
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を

二

（
略
）

二

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

講
じ
、
同
一
の
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
当
該

休
暇
を
合
計
し
て
二
十
日
以
上
取
得
さ
せ
た
事

業
主

講
じ
、
同
一
の
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
当
該

休
暇
を
合
計
し
て
二
十
日
以
上
取
得
さ
せ
た
事

業
主

令和年月日 火曜日 第号官 報

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
六
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之




		2022-02-22T09:00:14+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




